
2024年 7月 5日 

お客さま各位 

西日本シティ銀行 

 

印鑑レス特約の制定および預金規定の改定について 

 

平素より、当行をご利用いただき誠にありがとうございます。 

このたび当行は、次世代営業店システム※における印鑑レス取引を可能とするため、新たに   

「印鑑レス特約」を制定するとともに既存の預金規定を一部改訂しますので、お知らせします。 

※ 次世代営業店システムとは、従来の営業店事務で必要とされてきた金融専用端末をタブレットに置き換え、 

行員がお客さまに寄り添いながらお客さま自身で取引内容の入力や現金操作等をしていただくシステムです。 

 

記 

 

１．新たに制定する特約について 

  「印鑑レス特約」 

※「印鑑レス特約」の詳細は（別紙１）をご参照ください。 

 

２．預金規定の改定について 

（１）改定対象の預金規定 

「普通預金・貯蓄預金共通規定」「普通預金規定」「貯蓄預金規定」  

「西日本シティ総合口座取引規定」「定期預金・通知預金・定期積金 共通規定」  

「自由金利型定期預金規定」「自動継続自由金利型定期預金規定」  

「変動金利定期預金規定（単利型）」「自動継続変動金利定期預金規定（単利型）」 

「自動継続変動金利定期預金規定（複利型）」「利息分割受取型定期預金規定」  

「自由金利型定期預金（M型）規定（単利型）」 

「自動継続自由金利型定期預金（M型）規定（単利型）」  

「自動継続自由金利型定期預金（M型）規定（複利型）」 

※改定内容の詳細は新旧対比表（別紙２）をご参照ください。  

 （２）改定日 

   2024年 7月 5日（金） 

 

※ 新たに制定した「印鑑レス特約」および改定後の預金規定全文は、当行ホームページ規

定一覧からご覧いただけます。 

＜ホームページ規定一覧＞https://www.ncbank.co.jp/teikei_yakkan/ 

 

詳しくはお取引店またはお近くの営業店にお問い合わせください。 

以 上 

 

https://www.ncbank.co.jp/teikei_yakkan/


 

                別紙1 

印鑑レス特約 

 

１．特約の適用範囲 

（１）この特約は、当行所定の払戻請求書、諸届その他の書類ならびに電子装置に使用された印影を届出の印鑑と相当の 

注意をもって照合することに代えて、通帳またはキャッシュカードを所定の機器に読み取らせ、入力された暗証番号と 

届出の暗証番号とが一致することを当行所定の方法で照合する取引（以下「印鑑レス取引」といいます。）に適用する 

ものとします。 

（２）本特約は、当行が定める各取引に係る規定（以下「原規定」といいます。）と一体として取扱われるものとし、原規 

定と本特約とで相違がある場合には本特約が優先して適用されるものとします。 

２．本人確認等 

 印鑑レス取引に際して、本人確認のための手続は次によるほか、西日本シティキャッシュカード規定、西日本シティＩ

Ｃキャッシュカード規定および当行が定める方法により行うこととします。 

（１）当行の店頭に設置されているタブレットを利用した印鑑レス取引は、暗証照合により取引を行います。 

（２）印鑑レス取引においては、暗証照合に加え、当行所定の本人確認書類の提示または届出印の所定の書類等への記名 

押印のいずれかまたは両方を求めることがあります。この場合、これらの本人確認の提示等があるまでは、取引を行う 

ことができません。 

（３）第１条第１項により暗証照合を行った場合は、来店者を預金者本人とみなし、その取扱いにより生じた損害につい 

て、当行は責任を負いません。 

（４）カード認証においては、生体認証機能付ＩＣカードのＩＣチップ内に生体情報を登録したＩＣカードを利用した場

合であっても、西日本シティＩＣキャッシュカード規定および西日本シティ生体認証ＩＣキャッシュカード特約に定め

る生体認証データの照合はおこなわず、第１条第１項の取扱によるものとします。 

（５）第１条第１項により預金者の本人確認および依頼内容の確認を適正に行った場合は、暗証番号について、偽造、変 

造、盗用、不正使用その他の事故があっても、そのために生じた損害については、当行は責任を負いません。 

（６）第１条第１項の暗証照合において当行所定の回数を超えて一致が確認できない場合には、印鑑レス取引を停止さ 

せていただきます。 

３．取引の種類 

（１）キャッシュカードが発行されている預金口座の払戻し、口座解約。 

（２）キャッシュカードが発行されている預金口座と同一の本支店で口座開設され、かつ氏名、生年月日、住所が同一の 

定期預金等の払戻し、口座解約。 

（３）キャッシュカードが発行されている預金口座と同一の本支店で口座開設され、かつ氏名、生年月日、住所が同一の 

各種届出およびサービスの申込み。 

（４）その他当行が定める取引。 

４．印鑑レス取引を行うことができない場合 

（１）次に定める場合においては、印鑑レス取引を行うことはできません。 

   ①原規定または本特約に違反している場合 

   ②法令等により印鑑の押印が必要な取引を行う場合 

   ③天災地変、停電、障害や機器の故障等により暗証照合を利用することができない場合 

   ④当行が印鑑レス取引を行うことが相当でないと判断した場合 

（２）前項各号の場合に生じた損害については、当行は責任を負いません。 

５．特約の改定  

（１）この特約の各条項その他の条件は、金融情勢の状況の変化その他相当の事由があると認められる場合には、当行ホ 

ームページへの掲載による公表その他相当の方法で周知することにより、変更できるものとします。 

（２）前項の変更は、公表等の際に定める適用開始日から適用されるものとします。  

以 上 （2024 年 7 月 5日現在） 
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別紙2 

 預金規定改定新旧対比表 

■改定内容（改訂箇所のみ抜粋） 

対象となる規定 改訂前 改訂後 

普通預金・貯蓄預金 

共通規定 

 

 

７．印鑑照合等 

払戻請求書、諸届その他の書類に使用され

た印影を届出の印鑑と相当の注意をもって照合

し、相違ないものと認めて取扱いましたうえは、そ

れらの書類につき偽造、変造その他の事故があ

ってもそのために生じた損害については、当行 は

責任を負いません。 なお、個人の預金者は盗

取された通帳を用いて行われた不正な払戻しの

額に相当する金額について、次条により補てんを

請求することができます。 

 

７．印鑑照合等 

 当行所定の払戻請求書、諸届その他の書類

ならびに電子装置に使用された印影を届出の

印鑑と相当の注意をもって照合し、相違ないも

のと認めて取扱いましたうえは、それらの書類に

つき偽造、変造その他の事故があってもそのため

に生じた損害については、当行は責任を負いま

せん。なお、個人の預金者は盗取された通帳を

用いて行われた不正な払戻しの額に相当する

金額について、次条により補てんを請求すること

ができます。 

普通預金規定 

 

１．預金の払戻し 

（１）この預金を払戻すときは、当行所定の

払戻請求書に届出印章により記名押印してこ

の通帳とともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

 

１．預金の払戻し 

（１）この預金を払戻すときは、当行所定の

払戻請求書または当行所定の電子装置に届

出印章により記名押印してこの通帳とともに提

出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

貯蓄預金規定 １．預金の払戻し 

（１）この預金を払戻すときは、当行所定の

払戻請求書に届出印章により記名押印してこ

の通帳とともに提出してください。 

（２）（中略） 

 

１．預金の払戻し 

（１）この預金を払戻すときは、当行所定の 

払戻請求書または当行所定の電子装置に届 

出印章により記名押印してこの通帳とともに提 

出してください。 

（２）（中略） 

西日本シティ総合口座取

引規定 

４．預金の払い戻し等 

（１）普通預金の払戻しまたは定期預金の解

約、書替継続をするときは、当行所定の払戻請

求書に届出の印章により記名 押印して、この

通帳とともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

 

１０．印鑑照合等 

払戻請求書、諸届その他の書類に使用され

た印影を届出の印鑑と相当の注意をもって照合

し、相違ないものと認めて取扱いましたうえは、そ

れらの書類につき偽造、変造その他の事故があ

ってもそのために生じた損害については、当行は

責任を負いません。 なお、個人の預金者は、

盗取された通帳を用いて行われた不正な払戻

しの額に相当する金額について、次条により補て

んを請求することができます。 

４．預金の払い戻し等 

（１）普通預金の払戻しまたは定期預金の解

約、書替継続をするときは、当行所定の払戻請

求書または当行所定の電子装置に届出の印

章により記名 押印して、この通帳とともに提出

してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

 

１０．印鑑照合等 

当行所定の払戻請求書、諸届その他の書 

類ならびに電子装置に使用された印影を届出

の印鑑と相当の注意をもって照合し、相違ない

ものと認めて取扱いましたうえは、それらの書類に

つき偽造、変造その他の事故があってもそのため

に生じた損害については、当行は責任を負いま

せん。 なお、個人の預金者は、盗取された通

帳を用いて行われた不正な払戻しの額に相当

する金額について、次条により補てんを請求する

ことができます。 
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定期預金・通知預金・ 

定期積金 共通規定 

４．預金の解約、書替継続 

（１）中略 

（２）この預金を全額解約または書替継続も

しくは預入日から１年経過後に一部解約すると

きは、証書裏面の受取欄または当行所定の払

戻請求書に届出の印章により記名押印して証

書または通帳とともに提出してください。 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

（５）（中略） 

６．印鑑照合等 

この証書または払戻請求書、諸届その他の

書類に使用した印影を届出の印鑑と相当の注

意をもって照合し、相違ないものと認めて取扱い

ましたうえは、それらの書類につき偽造、変造そ

の他の事故があってもそのために生じた損害につ

いては、当行は責任を負いません。 なお、預金

者（個人のお客様に限ります。）は、盗取され

た通帳または証書を用いて行われた不正な払

戻しの額に相当する金額について、次条により

補てんを請求することができます。 

 

４．預金の解約、書替継続 

（１）中略 

（２）この預金を全額解約または書替継続も

しくは預入日から１年経過後に一部解約すると

きは、証書裏面の受取欄または当行所定の払

戻請求書または当行所定の電子装置に届出

の印章により記名押印して証書または通帳とと

もに提出してください。 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

（５）（中略） 

６．印鑑照合等 

この証書または当行所定の払戻請求書、諸

届その他の書類ならびに電子装置に使用した

印影を届出の印鑑と相当の注意をもって照合

し、相違ないものと認めて取扱いましたうえは、そ

れらの書類につき偽造、変造その他の事故があ

ってもそのために生じた損害については、当行は

責任を負いません。 なお、預金者（個人のお

客様に限ります。）は、盗取された通帳または

証書を用いて行われた不正な払戻しの額に相

当する金額について、次条により補てんを請求

することができます。 

自由金利型定期預金規

定 

２．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数（以下「約定日数」といいま

す。）および証書または通帳記載の利率（以

下「約定利率」といいます。）によって計算し、

満期日以後にこの預金とともに支払います。 た

だし、預入日の２年後の応当日から預入日の

10 年後の応当日までの日を満期日としたこの

預金の利息の支払いは次によります。 

① 預入日から満期日の１年前の応当日まで

の間に到来する預入日の１年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および中間利払利率によって計算した中間利

払額（以下「中間払利息」といいます。）を、

利息の一部として、各中間利払日以後に、あら

かじめ指定された方法により次のとおり支払いま

す。 

Ａ 現金で受取る場合には、当行指定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印してこの

証書または通帳とともに提出してください。 

Ｂ 預金口座へ振替える場合には、中間利払

日に指定口座へ入金します。 

② 中間払利息（中間利払日が複数ある場

合は各中間払利息の合計額）を差引いた利

息の残額は、満期日以後にこの預金とともに支

払います。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

 

２．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数（以下「約定日数」といいま

す。）および証書または通帳記載の利率（以

下「約定利率」といいます。）によって計算し、

満期日以後にこの預金とともに支払います。 た

だし、預入日の２年後の応当日から預入日の

10 年後の応当日までの日を満期日としたこの

預金の利息の支払いは次によります。 

① 預入日から満期日の１年前の応当日まで

の間に到来する預入日の１年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および中間利払利率によって計算した中間利

払額（以下「中間払利息」といいます。）を、

利息の一部として、各中間利払日以後に、あら

かじめ指定された方法により次のとおり支払いま

す。 

Ａ 現金で受取る場合には、当行指定の払戻

請求書または当行所定の電子装置に届出の

印章により記名押印してこの証書または通帳と

ともに提出してください。 

Ｂ 預金口座へ振替える場合には、中間利払

日に指定口座へ入金します。 

② 中間払利息（中間利払日が複数ある場

合は各中間払利息の合計額）を差引いた利

息の残額は、満期日以後にこの預金とともに支

払います。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 
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自動継続自由金利型定

期預金規定 

２．利息 

（１）（中略） 

（２）この預金の利息の支払は、次のとおり取

扱います。 

①（中略） 

②（中略） 

③ 利息を指定口座へ入金できず現金で受取

る場合には、当行所定の払戻請求書に届出の

印章により記名押印してこの証書または通帳と

ともに提出してください。 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

（５）（中略） 

２．利息 

（１）（中略） 

（２）この預金の利息の支払は、次のとおり取

扱います。 

①（中略） 

②（中略） 

③ 利息を指定口座へ入金できず現金で受取

る場合には、当行所定の払戻請求書または当

行所定の電子装置に届出の印章により記名押

印してこの証書または通帳とともに提出してくださ

い。 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

（５）（中略） 

変動金利定期預金規定

（単利型） 

３．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数について次のとおり支払いま

す。 

① 預入日から満期日の前日までの間に到来

する預入日の６か月ごとの応当日を「中間利払

日」とし、預入日または前回の中間利払日から

その中間利払日の前日までの日数（以下「中

間利払日数」といいます。）および証書または

通帳記載の中間利払利率（上記２．により

利率を変更したときは、変更後の利率に 70％

を乗じた利率。ただし、小数点第４位以下は切

捨てます。）によって計算した中間利払額（以

下「中間払利息」といいます。）を利息の一部と

して、各中間利払日以後に、あらかじめ指定さ

れた方法により次のとおり支払います。 

Ａ 現金で受取る場合には、当行所定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印して証書

または通帳とともに提出してください。 

Ｂ 預金口座へ振替える場合には、中間利払

日に指定口座へ入金します。 

②（中略） 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

３．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数について次のとおり支払いま

す。 

① 預入日から満期日の前日までの間に到来

する預入日の６か月ごとの応当日を「中間利払

日」とし、預入日または前回の中間利払日から

その中間利払日の前日までの日数（以下「中

間利払日数」といいます。）および証書または

通帳記載の中間利払利率（上記２．により

利率を変更したときは、変更後の利率に 70％

を乗じた利率。ただし、小数点第４位以下は切

捨てます。）によって計算した中間利払額（以

下「中間払利息」といいます。）を利息の一部と

して、各中間利払日以後に、あらかじめ指定さ

れた方法により次のとおり支払います。 

Ａ 現金で受取る場合には、当行所定の払戻

請求書または当行所定の電子装置に届出の

印章により記名押印して証書または通帳ととも

に提出してください。 

Ｂ 預金口座へ振替える場合には、中間利払

日に指定口座へ入金します。 

②（中略） 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

自動継続変動金利定期

預金規定（単利型） 

３．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数について計算し、次のとおり支

払います。 

①（中略） 

②（中略） 

③ 利息を指定口座に入金できず現金で受取

る場合には、当行所定の払戻請求書に届出の

印章により記名押印してこの証書または通帳と

ともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

３．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数について計算し、次のとおり支

払います。 

①（中略） 

②（中略） 

③ 利息を指定口座に入金できず現金で受取

る場合には、当行所定の払戻請求書または当

行所定の電子装置に届出の印章により記名押

印してこの証書または通帳とともに提出してくださ

い。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 



- 4 - 

 

自動継続変動金利定期

預金規定（複利型） 

３．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数および証書または通帳記載

の利率（上記２．により利率を変更したとき

は、変更後の利率。継続後の預金については

上記１．（２）の利率。以下これらをそれぞ

れ「約定利率」といいます。）によって６か月複

利の方法で計算し、あらかじめ指定された方法

により、満期日に指定口座へ入金するか、また

は満期日に元金に組入れて継続する方法によ

り支払います。ただし、利息を指定口座へ入金

できず現金で受取る場合には、当行所定の払

戻請求書に届出の印章により記名押印してこ

の証書または通帳とともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

３．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数および証書または通帳記載

の利率（上記２．により利率を変更したとき

は、変更後の利率。継続後の預金については

上記１．（２）の利率。以下これらをそれぞ

れ「約定利率」といいます。）によって６か月複

利の方法で計算し、あらかじめ指定された方法

により、満期日に指定口座へ入金するか、また

は満期日に元金に組入れて継続する方法によ

り支払います。ただし、利息を指定口座へ入金

できず現金で受取る場合には、当行所定の払

戻請求書または当行所定の電子装置に届出

の印章により記名押印してこの証書または通帳

とともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

利息分割受取型定期預

金規定 

３．利息および分割受取 

（１）（中略） 

（２）（中略） 

（３）この預金の利息を指定口座に入金でき

ず現金で受取る場合には、当行所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して証書ま

たは通帳とともに提出してください。 

３．利息および分割受取 

（１）（中略） 

（２）（中略） 

（３）この預金の利息を指定口座に入金でき 

ず現金で受取る場合には、当行所定の払戻請 

求書または当行所定の電子装置に届出の印 

章により記名押印して証書または通帳とともに 

提出してください。 
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自由金利型定期預金

（Ｍ型）規定（単利

型） 

２．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数および証書または通帳記載

の利率（以下「約定利率」といいます。）によっ

て計算し、満期日以後にこの預金とともに支払

います。 

ただし、預入日の２年後の応当日から預入日

の 10 年後の応当日までの日を満期日とした

この預金の利息の支払いは次によります。 

① 預入日から満期日の１年前の応当日まで

の間に到来する預入日の１年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および中間利払利率によって計算した中間利

払額 （以下「中間払利息」といいます。）を、

利息の一部として、各中間利払日以後に、あら

かじめ指定された方法により次のとおり支払いま

す。 

なお、預入日の２年後の応当日を満期日とし

たこの預金（以下「自由金利型２年定期預

金（Ｍ型）といいます。） に限り、中間払利

息を定期預金とすることができます。 

Ａ 現金で受取る場合には、当行所定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印してこの

証書または通帳とともに提出してください。 

Ｂ 預金口座へ振替える場合には、中間利払

日に指定口座へ入金します。 

Ｃ 定期預金とする場合には、中間利払日にそ

の自由金利型２年定期預金（Ｍ型）と満期

日を同一にするこの預金（以下「中間利息定

期預金」といいます。）とし、中間利息定期預

金の利率は、中間利払日における当行所定の

利率を適用します。 

②（中略） 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

３．中間利息定期預金 

（１）（中略） 

（２）中間利息定期預金の利息については、

原則として証書または通帳に記載しないことと

し、次により取扱います。 

①（中略） 

② 中間利息定期預金をこの預金とともに解約

もしくは書替継続するときは、証書裏面の受取

欄または当行所定の払戻請求書に届出の印

章により記名押印して証書または通帳とともに

提出してください。 

③ 中間利息定期預金のみを解約もしくは書

替継続するときは、当行所定の払戻請求書に

届出の印章により記名押印してこの証書または

通帳とともに提出してください。 

２．利息 

（１）この預金の利息は、預入日から満期日

の前日までの日数および証書または通帳記載の

利率（以下「約定利率」といいます。）によって

計算し、満期日以後にこの預金とともに支払い

ます。 

ただし、預入日の２年後の応当日から預入日の 

10 年後の応当日までの日を満期日としたこの

預金の利息の支払いは次によります。 

① 預入日から満期日の１年前の応当日まで

の間に到来する預入日の１年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および中間利払利率によって計算した中間利払

額 （以下「中間払利息」といいます。）を、利

息の一部として、各中間利払日以後に、あらか

じめ指定された方法により次のとおり支払いま

す。 

なお、預入日の２年後の応当日を満期日とした

この預金（以下「自由金利型２年定期預金

（Ｍ型）といいます。） に限り、中間払利息を

定期預金とすることができます。 

Ａ 現金で受取る場合には、当行所定の払戻

請求書または当行所定の電子装置に届出の印

章により記名押印してこの証書または通帳ととも

に提出してください。 

Ｂ 預金口座へ振替える場合には、中間利払

日に指定口座へ入金します。 

Ｃ 定期預金とする場合には、中間利払日にそ

の自由金利型２年定期預金（Ｍ型）と満期

日を同一にするこの預金（以下「中間利息定

期預金」といいます。）とし、中間利息定期預

金の利率は、中間利払日における当行所定の

利率を適用します。 

②（中略） 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

３．中間利息定期預金 

（１）（中略） 

（２）中間利息定期預金の利息については、

原則として証書または通帳に記載しないことと

し、次により取扱います。 

①（中略） 

② 中間利息定期預金をこの預金とともに解約 

もしくは書替継続するときは、証書裏面の受取

欄または当行所定の払戻請求書、当行所定の

電子装置に届出の印章により記名押印して証

書または通帳とともに提出してください。 

③ 中間利息定期預金のみを解約もしくは書替

継続するときは、当行所定の払戻請求書または

当行所定の電子装置に届出の印章により記名

押印してこの証書または通帳とともに提出してく

ださい。 
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自動継続自由金利型定

期預金（Ｍ型）規定

（単利型） 

２．利息 

（１）（中略） 

（２）この預金の利息の支払いは、次のとおり

取扱います。 

①（中略） 

②（中略） 

③（中略） 

④ 利息を指定口座に入金できず現金で受取

る場合には、当行所定の払戻請求書に届出の

印章により記名押印してこの証書または通帳と

ともに提出してください。 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

（５）（中略） 

 

３．中間利息定期預金 

（１）（中略） 

（２）中間利息定期預金については、原則と

して証書または通帳に記載しないこととし、次に

より取扱います。 

①（中略） 

② 中間利息定期預金をこの預金とともに解約

もしくは書替継続するときは、証書裏面の受取

欄または当行所定の払戻請求書に届出の印 

２．利息 

（１）（中略） 

（２）この預金の利息の支払いは、次のとおり

取扱います。 

①（中略） 

②（中略） 

③（中略） 

④ 利息を指定口座に入金できず現金で受取

る場合には、当行所定の払戻請求書または当

行所定の電子装置に届出の印章により記名押

印してこの証書または通帳とともに提出してくださ

い。 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

（５）（中略） 

 

３．中間利息定期預金 

（１）（中略） 

（２）中間利息定期預金については、原則と

して証書または通帳に記載しないこととし、次に

より取扱います。 

①（中略） 

② 中間利息定期預金をこの預金とともに解約

もしくは書替継続するときは、証書裏面の受取 

 章により記名押印して証書または通帳とともに

提出してください。 

③ 中間利息定期預金のみ解約もしくは書替 

継続するときは、当行所定の払戻請求書に届

出の印章により記名押印してこの証書または通

帳とともに提出してください。 

欄または当行所定の払戻請求書または当行所

定の電子装置に届出の印章により記名押印し

て証書または通帳とともに提出してください。 

③ 中間利息定期預金のみ解約もしくは書替

継続するときは、当行所定の払戻請求書または

当行所定の電子装置に届出の印章により記名

押印してこの証書または通帳とともに提出してく

ださい。 

自動継続自由金利型定

期預金（Ｍ型）規定

（複利型） 

２．利息 

（１）この預金の利息は、預入日（継続をし

たときはその継続日）から満期日の前日までの

日数および証書または通帳記載の利率（継続

後の預金については上記１．（２）の利率。

以下これらを「約定利率」といいます。）によって

６か月複利の方法で計算し、あらかじめ指定さ

れた方法により、満期日に指定口座へ入金する

か、または満期日に元金に組入れて継続する方

法により支払います。ただし利息を指定口座へ

入金できず現金で受取る場合には、当行所定

の払戻請求書に届出の印章により記名押印し

てこの証書または通帳とともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

 

２．利息 

（１）この預金の利息は、預入日（継続をし

たときはその継続日）から満期日の前日までの

日数および証書または通帳記載の利率（継続

後の預金については上記１．（２）の利率。

以下これらを「約定利率」といいます。）によって

６か月複利の方法で計算し、あらかじめ指定さ

れた方法により、満期日に指定口座へ入金する

か、または満期日に元金に組入れて継続する方

法により支払います。ただし利息を指定口座へ

入金できず現金で受取る場合には、当行所定

の払戻請求書または当行所定の電子装置に

届出の印章により記名押印してこの証書または

通帳とともに提出してください。 

（２）（中略） 

（３）（中略） 

（４）（中略） 

                                                                   以上 

 

 


